
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
１画面上の情報信号を固定ブロックに分割し、分割された上記ブロックの情報信号を異な
る複数の符号化方式で圧縮して、それぞれの符号化方式の圧縮信号を得る符号化手段と、

上記ブロックの情報信号に対応した上記複数の圧縮信号から１つの信号を選択する信号選
択手段と、
上記信号選択手段で選択された上記ブロックの情報信号に対応した圧縮信号に情報を付加
して伝送するデータ伝送手段とを有し、

ことを特徴とする情報信号伝送装置。
【請求項２】
上記データ伝送手段で付加される情報には、上記信号選択手段で選択された圧縮信号の符

10

20

JP 3598159 B2 2004.12.8

上記符号化手段で得られた上記ブロックの情報信号に対応した複数の圧縮信号のそれぞれ
のデータ量を算出するデータ量算出手段と、
上記符号化手段で得られた上記ブロックの情報信号に対応した複数の圧縮信号をそれぞれ
伸張する復号化手段と、
上記情報信号と上記復号化手段で得られたそれぞれの伸張信号との偏差量を算出する偏差
量算出手段と、

上記信号選択手段は、複数の上記符号化方式それぞれで上記データ量の重み付け結果と上
記偏差量の重み付け結果を合算した評価値に基づき、上記複数の圧縮信号から１つの信号
を選択する



号化方式を示す情報を含むことを特徴とする請求項１記載の情報信号伝送装置。
【請求項３】
上記符号化手段は、
上記情報信号を上記固定ブロックの単位で離散コサイン変換してＤＣＴ係数を検出し、該
ＤＣＴ係数を量子化すると共に符号化して圧縮信号を生成する第１の符号化手段を有する
ことを特徴とする請求項１記載の情報信号伝送装置。
【請求項４】
上記符号化手段は、
上記固定ブロックの単位で上記情報信号の最大値と最小値を検出して、該最大値と最小値
からダイナミックレンジを検出し、上記情報信号から上記最小値を減算した信号を上記ダ
イナミックレンジに応じて量子化して圧縮信号を生成する第２の符号化手段を有すること
を特徴とする請求項 記載の情報信号伝送装置。
【請求項５】
１画面上の情報信号を固定ブロックに分割し、分割された上記ブロックの情報信号を異な
る複数の符号化方式で圧縮して、それぞれの符号化方式の圧縮信号を得る 、

上記ブロックの情報信号に対応した上記複数の圧縮信号から１つの信号を選択
、

上記ブロックの情報信号に対応した圧縮信号に情報を付加
して伝送する

ことを特徴とする情報信号伝送方法。
【請求項６】
上記 付加される情報には、上記 選択された圧縮信号の符
号化方式を示す情報を含む
ことを特徴とする請求項 記載の情報信号伝送方法。
【請求項７】

上記情報信号を上記固定ブロックの単位で離散コサイン変換してＤＣＴ係数を検出し、該
ＤＣＴ係数を量子化すると共に符号化して圧縮信号を生成する
ことを特徴とする請求項 記載の情報信号伝送方法。
【請求項８】

上記固定ブロックの単位で上記情報信号の最大値と最小値を検出して、該最大値と最小値
からダイナミックレンジを検出し、上記情報信号から上記最小値を減算した信号を上記ダ
イナミックレンジに応じて量子化して圧縮信号を生成する
ことを特徴とする請求項 記載の情報信号伝送方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、インタラクティブ形式の統合ディジタル放送システムなどに適用して好適な
情報信号伝送装置 に関する。詳しくは、情報信号を異なる複数の
符号化方式で圧縮して符号化信号を得ると共に、得られた複数の符号化信号から最適な符
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３

符号化手順と
上記符号化手順で得られた上記ブロックの情報信号に対応した複数の圧縮信号のそれぞれ
のデータ量を算出するデータ量算出手順と、
上記符号化手順で得られた上記ブロックの情報信号に対応した複数の圧縮信号をそれぞれ
伸張する復号化手順と、
上記情報信号と上記復号化手順で得られたそれぞれの伸張信号との偏差量を算出する偏差
量算出手順と、

する信号選
択手順と
上記信号選択手順で選択された

データ伝送手順とを有し、
上記信号選択手順では、複数の上記符号化方式それぞれで上記データ量の重み付け結果と
上記偏差量の重み付け結果を合算した評価値に基づき、上記複数の圧縮信号から１つの信
号を選択する

データ伝送手順で 信号選択手順で

５

上記符号化手順は、

第１の符号化手順を有する
５

上記符号化手順は、

第２の符号化手順を有する
７

および情報信号伝送方法



号化信号を選択し、この選択された符号化信号に情報を付加して伝送することにより、例
えば画像を高圧縮で高画質に伝送することができるものである。
【０００２】
【従来の技術】
ディジタル技術の発展に伴い、放送界でも放送信号を含めた各種情報をディジタル化した
インタラクティブ形式の統合ディジタル放送システム（ＩＳＤＢ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ
　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ）システムという）が
研究・開発されている。
【０００３】
具体的には、このＩＳＤＢシステムとは現行の放送信号（標準テレビジョン信号、ハイビ
ジョン信号）を始めとして、ソフトウエアやファクシミリなどのデータ、さらには音声、
文字、図形、画像などのマルチメディア情報をそれぞれディジタル化（符号化）し、それ
らを統合多重化した上で、伝送形態に合致した変調処理を施して送信するようにした放送
システムのことである。
【０００４】
放送信号を含めた各種情報を統合多重化する場合、これらの情報の他に受信側での制御情
報として使用する付加情報も同時に統合多重化されて送信することができる。統合化され
たＩＳＤＢ用放送信号（ディジタル信号）は地上波、衛星波、光ケーブルなどを利用して
送信される。
【０００５】
受信端末側では、統合化されたＩＳＤＢ用放送信号を受信して目的の信号を弁別すること
によってそれをモニタに表示させて通常のテレビ放送として楽しむことができることは勿
論、記録手段を用いて記録（保存）したり、他の端末に転送したりすることができる。さ
らに受信した付加情報を利用すれば、モニタ制御、記録制御さらにはモニタされた画像に
対する加工制御など、ユーザの好みに応じて受信情報を利用できることになる。つまり、
対話形式（インタラクティブ）の放送システムを構築できる。
【０００６】
したがってこのＩＳＤＢシステムを利用すれば、送信される付加情報が多種、多様になる
程、ユーザに対するサービス内容が向上し、より双方向的な放送システムを構築できる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、このようなＩＳＤＢ用放送信号等を伝送する情報信号伝送装置では、例えば画
像信号が定められた１つの方式で圧縮されると共に他の信号と多重化されて伝送される。
このため、定められた１つの方式では最適な圧縮を行うことができないような画像に対し
てもこの方式で圧縮が行われるので、圧縮効率の低下や伝送画像の画質劣化を生ずる。
【０００８】
そこで、この発明では情報信号を高圧縮で高品質に伝送できる情報信号伝送装置

を提供するものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
この発明に係る情報信号伝送装置は、１画面上の情報信号を固定ブロックに分割し、分割
されたブロックの情報信号を異なる複数の符号化方式で圧縮して、それぞれの符号化方式
の圧縮信号を得る符号化手段と、

ブロックの情報信号に対応した複数の圧縮信号から１つの信号を選択する信号選択手段
と、信号選択手段で選択されたブロックの情報信号に対応した圧縮信号に情報を付加して
伝送するデータ伝送手段とを有し、
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および情
報信号伝送方法

符号化手段で得られたブロックの情報信号に対応した複
数の圧縮信号のそれぞれのデータ量を算出するデータ量算出手段と、符号化手段で得られ
たブロックの情報信号に対応した複数の圧縮信号をそれぞれ伸張する復号化手段と、情報
信号と復号化手段で得られたそれぞれの伸張信号との偏差量を算出する偏差量算出手段と
、

信号選択手段は、複数の符号化方式それぞれで上記デ
ータ量の重み付け結果と偏差量の重み付け結果を合算した評価値に基づき、複数の圧縮信



ものである。
【００１１】
この発明に係る情報信号伝送方法は、１画面上の情報信号を固定ブロックに分割し、分割
されたブロックの情報信号を異なる複数の符号化方式で圧縮して、それぞれの符号化方式
の圧縮信号を得る 、

ブロックの情報信号に対応した複数の圧縮信号から１つの信号を選択
、 ブロックの情報信号に対応した圧縮信号に情報を付加して

伝送する

ものである。
【００１３】
この発明においては、圧縮効率が良好で偏差量が少なくなる符号化方式が情報信号に応じ
て異なるため、情報信号が複数の符号化方式で圧縮伸張処理されて、圧縮処理後のデータ
量あるいは圧縮伸張処理によって生じる偏差量に基づいて最適な符号化方式の圧縮信号が
選択される。さらに、選択された圧縮信号に符号化方式を示す情報が付加されて伝送され
る。
【００１４】
【発明の実施の形態】
続いて、この発明に係る情報信号伝送装置の実施の形態を、図面を参照して詳細に説明す
る。
【００１５】
図１は、情報信号として例えば画像信号を伝送する情報信号伝送装置の構成を示した図で
ある。この情報信号伝送装置の第１の実施の形態の構成を示した図１において、アナログ
の画像信号ＶＳは情報信号伝送装置１０のＡ／Ｄ変換部１１に供給される。Ａ／Ｄ変換部
１１では、画像信号ＶＳが所定ビット数のディジタルの画像データ信号ＤＳに変換されて
、ブロック化部１２と画像メモリ部１３に供給される。
【００１６】
ブロック化部１２では、画面上の所定の画素数に対応する画像データ信号ＤＳの画素デー
タがブロック化されてブロック化信号ＢＤとして符号化部２１，３１に供給される。
【００１７】
この符号化部２１では、ブロック化信号ＢＤのブロック毎に、例えば離散コサイン変換（
以下「ＤＣＴ」という）が行われ、得られたＤＣＴ係数が量子化されると共に符号化され
てブロック化信号ＢＤの圧縮処理が行われる。このブロック化信号ＢＤが圧縮された信号
である圧縮画像データ信号ＣＡは、情報量算出部２２と画像メモリ部２３に供給される。
【００１８】
情報量算出部２２では、圧縮画像データ信号ＣＡのデータ量がブロック毎に算出される。
この算出結果を示す算出信号ＩＡは、後述する信号選択処理部１６に供給される。また画
像メモリ部２３では圧縮画像データ信号ＣＡが記憶される。
【００１９】
画像メモリ部２３に記憶された圧縮画像データ信号ＣＡは、読み出されてデコーダ部２４
に供給される。デコーダ部２４では、圧縮画像データ信号ＣＡに対して復号化、逆量子化
および逆離散コサイン変換（ＩＤＣＴ）が行われて、圧縮画像データ信号ＣＡの伸張処理
が行われる。この伸張処理によって得られた伸張データ信号ＥＡは画像メモリ部２５に記
憶される。
【００２０】
また、符号化部３１では、ブロック化信号ＢＤのブロック毎に、例えばダイナミックレン
ジに適応した高能率符号化（以下「ＡＤＲＣ（Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａ
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号から１つの信号を選択する

符号化手順と 符号化手順で得られたブロックの情報信号に対応した複
数の圧縮信号のそれぞれのデータ量を算出するデータ量算出手順と、符号化手順で得られ
たブロックの情報信号に対応した複数の圧縮信号をそれぞれ伸張する復号化手順と、情報
信号と復号化手順で得られたそれぞれの伸張信号との偏差量を算出する偏差量算出手順と
、 する信号選択手順
と 信号選択手順で選択された

データ伝送手順とを有し、信号選択手順では、複数の符号化方式それぞれでデー
タ量の重み付け結果と偏差量の重み付け結果を合算した評価値に基づき、複数の圧縮信号
から１つの信号を選択する



ｎｇｅ　Ｃｏｄｉｎｇ）符号化」という）でデータ圧縮処理が行われる。
【００２１】
ここで、ＡＤＲＣ符号化について図２を使用して説明する。図２はＡＤＲＣ符号化部であ
る符号化部３１の構成を示す図である。この図２において、ブロック化信号ＢＤは最大値
検出部４１と最小値検出部４２および遅延部４３に供給される。最大値検出部４１では、
１ブロックのブロック化信号ＢＤの最大値ＭＸが検出される。最小値検出部４２では、１
ブロックのブロック化信号ＢＤの最小値ＭＮが検出される。また遅延部４３では、最小値
検出部４２で最小値ＭＮが検出されるまで、ブロック化信号ＢＤが遅延される。
【００２２】
最大値検出部４１で検出された最大値ＭＸは減算部４４に供給される。また、最小値検出
部４２で検出された最小値ＭＮは減算部４４，４５およびマルチプレクサ部４７に供給さ
れる。さらに遅延部４３からの遅延ブロック化信号ＢＤＤは減算部４５に供給される。
【００２３】
減算部４４では最大値ＭＸから最小値ＭＮが減算されてダイナミックレンジＤＲが算出さ
れる。このダイナミックレンジＤＲは量子化部４６とマルチプレクサ部４７に供給される
。また減算部４５では遅延ブロック化信号ＢＤＤから最小値ＭＮが減算されて、減算デー
タ信号ＳＤＤが量子化部４６に供給される。
【００２４】
量子化部４６では、供給されたダイナミックレンジＤＲに基づき量子化ステップ幅が設定
されて、この設定された量子化ステップ幅で減算データ信号ＳＤＤが量子化されて量子化
信号ＴＤＤが生成される。例えば、１画素の量子化ビット数が８ビットから４ビットに圧
縮されて量子化信号ＴＤＤが生成される。この量子化信号ＴＤＤはマルチプレクサ部４７
に供給される。またマルチプレクサ部４７では、供給されたダイナミックレンジＤＲと最
小値ＭＮおよび量子化信号ＴＤＤから圧縮画像データ信号ＣＢが生成される。
【００２５】
このようにして、符号化部３１で生成されたブロック化信号ＢＤの圧縮信号である圧縮画
像データ信号ＣＢは、図１に示す情報量算出部３２と画像メモリ部３３に供給される。
【００２６】
情報量算出部３２では、圧縮画像データ信号ＣＢのデータ量がブロック毎に算出される。
この算出結果を示す算出信号ＩＢは後述する信号選択処理部１６に供給される。また画像
メモリ部３３では圧縮画像データ信号ＣＢが記憶される。
【００２７】
画像メモリ部３３に記憶された圧縮画像データ信号ＣＢは、読み出されてデコーダ部３４
に供給される。
【００２８】
ここで、デコーダ部３４の構成を図３に示す。圧縮画像データ信号ＣＢはデマルチプレク
サ部５１に供給されて、ダイナミックレンジＤＲと最小値ＭＮおよび量子化信号ＴＤＤに
分離される。ダイナミックレンジＤＲと量子化信号ＴＤＤは逆量子化部５２に供給される
。また最小値ＭＮは加算部５３に供給される。
【００２９】
逆量子化部５２では、供給されたダイナミックレンジＤＲに基づき、逆量子化のステップ
幅が設定される。また設定されたステップ幅に基づき量子化信号ＴＤＤが逆量子化されて
信号ＵＤＤが生成される。この信号ＵＤＤは加算部５３に供給される。
【００３０】
加算部５３では信号ＵＤＤと最小値ＭＮが加算されて、伸張データ信号ＥＢが生成される
。この伸張データ信号ＥＢは図１に示す画像メモリ部３５に記憶される。
【００３１】
画像メモリ部２５に記憶された伸張データ信号ＥＡと画像メモリ部３５に記憶された伸張
データ信号ＥＢは、読み出されて偏差量算出部１５に供給される。
【００３２】
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偏差量算出部１５では、画像メモリ部１３から読み出された画像データ信号ＭＶＤのデー
タに対する伸張データ信号ＥＡのデータの偏差量がブロック毎に算出される。この算出結
果を示す算出信号ＳＡは信号選択処理部１６に供給される。同様に、画像データ信号ＭＶ
Ｄのデータに対する伸張データ信号ＥＢのデータの偏差量がブロック毎に算出されて、こ
の算出結果を示す算出信号ＳＢが信号選択処理部１６に供給される。
【００３３】
信号選択処理部１６では、この算出信号ＳＡ，ＳＢと情報量算出部２２，３２から供給さ
れた算出信号ＩＡ，ＩＢに基づき信号切替器１７の切替制御信号ＳＣが生成される。例え
ば式（１）で算出される評価値ＶＡと式（２）で算出される評価値ＶＢを比較し、式（３
）の条件が満たされた場合には信号切替器１７の可動端子１７ｃを端子１７ａ側として画
像メモリ部２３に記憶されている圧縮画像データ信号ＣＡを選択し、条件が満たされない
場合には可動端子１７ｃを端子１７ｂ側として画像メモリ部３３に記憶されている圧縮画
像データ信号ＣＢを選択する切替制御信号ＳＣが生成される。なお、式（１）、式（２）
において「α」および「β」は定数である。
【００３４】
ＶＡ＝α×ＩＡ＋β×ＳＡ　　・・・（１）
ＶＢ＝α×ＩＢ＋β×ＳＢ　　・・・（２）
ＶＡ≦ＶＢ　　　　　・・・・・・（３）
この切替制御信号ＳＣは、信号切替器１７と信号多重化部１８に供給される。また信号切
替器１７の端子１７ａ，１７ｂには、画像メモリ部２３，３３から圧縮画像データ信号Ｃ
Ａ，ＣＢがそれぞれ供給されており、切替制御信号ＳＣに基づいて圧縮画像データ信号Ｃ
Ａ，ＣＢのいずれかの信号が選択されて信号多重化部１８に供給される。
【００３５】
信号多重化部１８には、図示しない音声信号符号化装置より圧縮音声データ信号ＡＵが供
給されており、信号切替器１７から供給された圧縮画像データ信号と圧縮音声データ信号
ＡＵに基づいて多重化信号ＭＳが生成される。なお多重化信号ＭＳには、圧縮画像データ
信号が画像メモリ部２３から読み出された圧縮画像データ信号ＣＡであるか、あるいは画
像メモリ部３３から読み出された圧縮画像データ信号ＣＢであるかを判別する情報が切替
制御信号ＳＣに基づいて付加される。
【００３６】
次に、図４を用いて動作を説明する。図４は画像信号ＶＳに基づく表示画像であり、この
表示画像の例えば領域Ｄ１に対応する画像データ信号ＤＳの画素データが１つのブロック
とされる。
【００３７】
符号化部２１では、ブロック化信号ＢＤに基づいて領域Ｄ１のデータが圧縮処理されると
共に、情報量算出部２２で圧縮後のデータ量が算出される。また符号化部２１で圧縮され
たデータがデコーダ部２４で伸張処理されて画像メモリ部２５に記憶される。同様に、符
号化部３１でデータの圧縮処理が行われて情報量算出部３２でデータ量が算出されると共
に、圧縮されたデータがデコーダ部３４で伸張処理されて画像メモリ部３５に記憶される
。
【００３８】
偏差量算出部１５では、画像メモリ部１３に記憶されている領域Ｄ１の画素データと、画
像メモリ部２５，３５に記憶された領域Ｄ１の圧縮伸張処理された画素データとの偏差量
が算出される。
【００３９】
ここで、例えば領域Ｄ１の画像の空間周波数が高い場合には、ＤＣＴを用いた符号化部２
１での圧縮処理後のデータ量が、ＡＤＲＣを用いた符号化部３１での圧縮処理後のデータ
量よりも大きいものとされる。またこのとき、画像メモリ部１３に記憶されている画素デ
ータと画像メモリ部２５，３５に記憶された画素データの偏差量をほぼ等しいものとする
と、式（１），式（２）で算出された評価値ＶＡ，ＶＢは、式（３）の条件を満たさない
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ものとされる。このため、切替制御信号ＳＣに基づき信号切替器１７の可動端子１７ｃが
端子１７ｂ側とされるので、符号化部３１で圧縮処理された領域Ｄ１のデータである圧縮
画像データ信号ＣＢが選択されて信号多重化部１８に供給される。
【００４０】
信号多重化部１８では、この圧縮画像データ信号ＣＢと圧縮音声データ信号ＡＵおよび切
替制御信号ＳＣから、例えば図５に示すような構成の多重化信号ＭＳが生成される。この
図５において、圧縮情報信号では切替制御信号ＳＣに基づき圧縮画像データ信号がＤＣＴ
を用いた符号化器２１からの圧縮画像データ信号ＣＡであるか、あるいはＡＤＲＣを用い
た符号化部３１からの圧縮画像データ信号ＣＢであるかが示される。なお、圧縮情報信号
と圧縮画像データ信号と圧縮音声データ信号にはそれぞれの信号を判別するためのヘッダ
Ａ，Ｂ，Ｃが付加されている。
【００４１】
次に、表示画像の領域Ｄ２に対応する画像データ信号ＤＳが１つのブロックとされて、上
述の領域Ｄ１と同様の処理が行われて、式（１），式（２）で算出された評価値ＶＡ，Ｖ
Ｂが式（３）の条件を満たすものとされると、切替制御信号ＳＣに基づき信号切替器１７
の可動端子１７ｃが端子１７ａ側とされるので、符号化部２１で圧縮処理された領域Ｄ２
のデータである圧縮画像データ信号ＣＡが選択されて多重化信号ＭＳが生成される。
【００４２】
その後、１画面上の全ての領域に対して同様に処理が行われて、ブロック毎にデータ量お
よび偏差量の少ない符号化方式の圧縮画像データ信号が選択されて多重化信号ＭＳが生成
される。
【００４３】
このように、上述の第１の実施の形態では、異なる圧縮方式でブロック毎にデータが圧縮
されると共に、圧縮後のデータ量および圧縮処理前の信号に対する圧縮伸張処理後の偏差
量が算出されて、データ量および偏差量の少ない符号化方式の圧縮画像データ信号が選択
されて伝送される。このため、高圧縮で高画質に画像信号を伝送することができる。また
伝送された圧縮画像データ信号にはいずれの符号化方式でデータの圧縮が行われたかを示
す圧縮情報が付加されているので、受信側ではこの情報に基づき容易に圧縮画像データ信
号の伸張処理を行うことができる。
【００４４】
なお、上述の第１の実施の形態では、ブロック毎にデータを圧縮するブロック符号化方式
で画像信号を圧縮するものとしたが、ブロック符号化方式に限らず他の符号化方式を用い
て画像信号を圧縮するものとしてもよい。
【００４５】
次に、この発明に係る情報信号伝送装置の第２の実施の形態として、ブロック符号化方式
でない符号化方式を用いた情報伝送装置について図６を用いて説明する。なお、図６は第
２の実施の形態の構成を示した図であり、図１と対応する部分については同一符号を付し
、その詳細な説明は省略する。
【００４６】
図６において、Ａ／Ｄ変換部１１から出力される画像データ信号ＤＳは、ブロック化部１
２と画像メモリ部１３および符号化部６１に供給される。
【００４７】
符号化部６１では、画像データ信号ＤＳに対して、例えばＤＰＣＭ（Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ
ｉａｌ　Ｐｕｌｓｅ　Ｃｏｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）による予測符号化が行われて画
像データ信号ＤＳの圧縮処理が行われる。この画像データ信号ＤＳの圧縮信号である圧縮
画像データ信号ＣＣは、情報量算出部６２に供給されると共に画像メモリ部６３に供給さ
れる。
【００４８】
情報量算出部６２では、ブロック化部１２でブロック化されたラインに対応する圧縮画像
データ信号ＣＣのデータ量が算出される。例えば１画面の画像が４８０ライン×７２０画
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素であるときに、１ブロックが８ライン×８画素である場合には、８ライン分の圧縮画像
データ信号ＣＣのデータ量、すなわち８ライン×７２０画素に対応する圧縮画像データ信
号ＣＣのデータ量が算出される。この算出結果を示す算出信号ＩＣは、後述する信号選択
処理部７２に供給される。同様に、画像メモリ部６３では、ブロック化部１２でブロック
化されたラインに対応する圧縮画像データ信号ＣＣが記憶される。
【００４９】
画像メモリ部６３に記憶された圧縮画像データ信号ＣＣは、読み出されてデコーダ部６４
に供給される。デコーダ部６４では、圧縮画像データ信号ＣＣに対して復号化、逆量子化
等が行われて、圧縮画像データ信号ＣＣの伸張処理が行われる。この伸張処理によって得
られた伸張データ信号ＥＣは画像メモリ部６５に記憶される。
【００５０】
なお、図１に示す情報量算出部２２に相当する情報量算出部２２ｂでは、情報量算出部６
２でデータ量が算出された画素に対応する圧縮画像データ信号ＣＡのデータ量が算出され
る。すなわち、１ブロックが８ライン×８画素であって、情報量算出部６２で８ライン×
７２０画素に対応する圧縮画像データ信号ＣＣのデータ量が算出されたときには、９０ブ
ロックの圧縮画像データ信号ＣＡのデータ量が算出される。この算出結果を示す算出信号
ＩＤは、後述する信号選択処理部７２に供給される。また画像メモリ部２５ｂには、９０
ブロックの圧縮画像データ信号ＣＡの伸張データ信号ＥＡが記憶される。
【００５１】
偏差量算出部７１では、画像メモリ部１３から読み出された画像データ信号ＭＶＤのデー
タに対する伸張データ信号ＥＡのデータの偏差量が算出される。この算出結果を示す算出
信号ＳＤは信号選択処理部７２に供給される。同様に、画像データ信号ＭＶＤに対する伸
張データ信号ＥＣのデータの偏差量が算出されて、この算出結果を示す算出信号ＳＣが信
号選択処理部７２に供給される。
【００５２】
信号選択処理部７２では、この算出信号ＳＣ，ＳＤと情報量算出部２２ｂ，６２から供給
された算出信号ＩＣ，ＩＤに基づき信号切替器１７の切替制御信号ＳＣが生成される。例
えば式（４）で算出される評価値ＶＣと式（５）で算出される評価値ＶＤを比較し、式（
６）の条件が満たされた場合には信号切替器１７の可動端子１７ｃを端子１７ａ側として
圧縮画像データ信号ＣＡを選択し、条件が満たされない場合には可動端子１７ｃを端子１
７ｂ側として圧縮画像データ信号ＣＢが選択する切替制御信号ＳＣが生成される。なお、
式（４）、式（５）において「ｍ」および「ｎ」は定数である。
【００５３】
ＶＣ＝ｍ×ＩＣ＋ｎ×ＳＣ　　・・・（４）
ＶＤ＝ｍ×ＩＤ＋ｎ×ＳＤ　　・・・（５）
ＶＣ≦ＶＤ　　　　　・・・・・・（６）
このようにして生成された切替制御信号ＳＣは、信号切替器１７と信号多重化部１８に供
給される。また信号切替器１７の端子１７ａ，１７ｂには、画像メモリ部２３，６３から
圧縮画像データ信号ＣＡ，ＣＣがそれぞれ供給されており、切替制御信号ＳＣに基づいて
圧縮画像データ信号ＣＡ，ＣＣのいずれかの信号が選択されて信号多重化部１８に供給さ
れる。
【００５４】
信号多重化部１８には、図示しない音声信号符号化装置より圧縮音声データ信号ＡＵが供
給されており、信号切替器１７から供給された読出データ信号と圧縮音声データ信号ＡＵ
に基づいて多重化信号ＭＳが生成される。なお多重化信号ＭＳには、圧縮画像データ信号
が画像メモリ部２３から読み出した圧縮画像データ信号ＣＡであるか、あるいは画像メモ
リ部６３から読み出した圧縮画像データ信号ＣＣであるかを判別する情報が切替制御信号
ＳＣに基づいて付加される。
【００５５】
次に、図７を用いて動作を説明する。図７は画像信号ＶＳに基づく表示画像であり、この
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表示画像の例えば領域Ｄ１に対応する画像データ信号ＤＳが１つのブロックとされる。
【００５６】
符号化部２１では、ブロック化信号ＢＤに基づいて領域Ｄ１～Ｄｎのデータがブロック毎
に圧縮処理されると共に、情報量算出部２２で領域Ｄ１～Ｄｎの圧縮後のデータ量が加算
される。また符号化部２１で圧縮された領域Ｄ１～Ｄｎのデータがデコーダ部２４で伸張
処理されて画像メモリ部２５ｂに記憶される。
【００５７】
符号化部６１では、領域Ｄ１～Ｄｎのデータが圧縮処理されると共に、情報量算出部６２
で圧縮後の領域Ｄ１～Ｄｎのデータ量が算出される。また符号化部６１で圧縮された領域
Ｄ１～Ｄｎのデータがデコーダ部６４で伸張処理されて画像メモリ部６５に記憶される。
。
【００５８】
偏差量算出部７１では、画像メモリ部１３に記憶されている領域Ｄ１～Ｄｎの画素データ
と、画像メモリ部２５ｂ，６５に記憶された領域Ｄ１～Ｄｎの圧縮伸張処理された画素デ
ータとの偏差量が算出される。
【００５９】
ここで、例えば符号化部２１での圧縮処理後のデータ量が、符号化部６１での圧縮処理後
のデータ量よりも大きく、画像メモリ部１３に記憶されている画素データと画像メモリ部
２５ｂ，６５に記憶された画素データの偏差量をほぼ等しいものとすると、式（４），式
（５）で算出された評価値ＶＣ，ＶＤは、式（６）の条件を満たさないものとされる。こ
のため、切替制御信号ＳＣに基づき信号切替器１７の可動端子１７ｃが端子１７ｂ側とさ
れるので、符号化部６１で圧縮処理された領域Ｄ１～Ｄｎのデータである圧縮画像データ
信号ＣＣが選択されて信号多重化部１８に供給される。
【００６０】
信号多重化部１８では、上述の第１の実施の形態と同様に、この圧縮画像データ信号ＣＣ
と圧縮音声データ信号ＡＵと切替制御信号ＳＣから多重化信号ＭＳが生成される。
【００６１】
次に、表示画像の領域Ｄ（ｎ＋１）～Ｄ２ｎに対応する画像データ信号ＤＳに対して同様
の処理が行われて、式（４），式（５）で算出された評価値ＶＣ，ＶＤが式（６）の条件
を満たすものとされると、切替制御信号ＳＣに基づき信号切替器１７の可動端子１７ｃが
端子１７ａ側とされるので、符号化部２１で圧縮処理された領域Ｄ（ｎ＋１）～Ｄ２ｎの
データである圧縮画像データ信号ＣＡが選択されて多重化信号ＭＳが生成される。
【００６２】
その後、１画面上の全ての領域に対して同様に処理が行われて、ブロック単位でデータ量
および偏差量の少ない符号化方式の圧縮画像データ信号が選択されて多重化信号ＭＳが生
成される。
【００６３】
このように、上述の第２の実施の形態では、所定数のライン毎に圧縮後のデータ量と圧縮
伸張処理によって生じる偏差量が算出されて、データ量および偏差量の少ない符号化方式
の圧縮画像データ信号が選択されて伝送されるので、第１の実施の形態と同様に高圧縮で
高画質に画像信号を伝送することができる。
【００６４】
なお、上述の第２の実施の形態では所定数のライン毎に圧縮画像データ信号の選択を行う
ものとしたが、１画面単位で圧縮後のデータ量と圧縮伸張処理によって生じる偏差量を算
出し、データ量および偏差量の少ない符号化方式の圧縮画像データ信号を画面単位で選択
してもよいことは勿論である。
【００６５】
また、符号化方式はＤＣＴを用いた符号化方式やＡＤＲＣ符号化方式あるいはＤＰＣＭ符
号化方式に限られるものではなく、また３つ以上の符号化方式による圧縮データ信号から
信号を選択しても良い。さらに、伝送される情報信号は画像信号に限られるものではない
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。
【００６６】
【発明の効果】
この発明に係る情報信号伝送装置 よれば、情報信号が複数の符
号化方式で圧縮伸張処理されて、圧縮処理後のデータ量あるいは圧縮伸張処理によって生
じる偏差量に基づいて最適な符号化方式の圧縮信号が選択される。このため、例えば情報
信号が画像信号である場合には高圧縮で高画質に画像信号を伝送することができる。また
伝送された圧縮信号には符号化方式を示す情報と共に伝送されるので、この情報に基づき
容易に圧縮信号を伸張することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明に係る情報信号伝送装置の第１の実施の形態の構成を示す図である。
【図２】符号化部３１の構成を示す図である。
【図３】デコーダ部３４の構成を示す図である。
【図４】第１の実施の形態の動作を示す図である。
【図５】多重化信号の構成を示す図である。
【図６】この発明に係る情報信号伝送装置の第２の実施の形態の構成を示す図である。
【図７】第２の実施の形態の動作を示す図である。
【符号の説明】
１１　Ａ／Ｄ変換部
１２　ブロック化部
１３，２３，２５，２５ｂ，３３，３５，６３，６５　画像メモリ部
１５，７１　偏差量算出部
１６，７２　信号選択処理部
１７　信号切替器
１８　信号多重化部
２１，３１，６１　符号化部
２２，２２ｂ，３２，６２　情報量算出部
２４，３４，６４　デコーダ部
４１　最大値検出部
４２　最小値検出部
４３　遅延部
４４，４５　減算部
４６　量子化部
４７　マルチプレクサ部
５１　デマルチプレクサ部
５２　逆量子化部
５３　加算部
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および情報信号伝送方法に



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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